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会員の活動報告
（昭和59年 1月～昭和60年8月）
伊川徹
フランス語教育における評価の在り方について—中村加津氏との対話形式の発
表一（フランス語教育を考える集い，於大阪第一生命ビル好文クラブ，昭和60年
8月）
柏木治
感覚と言葉一ースタンダールの感覚の読解のためにーI.予備的考察（「千里
山文学論集」第31号，昭和59年12月）
神垣享介
『追放と王国』について＿「不貞の女」と「生い出ずる石」を中心として一一
（日本フランス語フランス文学会秋季大会口頭発表，昭和59年10月）
川神博弘 . . .. 
『他者』意識の（実在〕と〔非実在〕（「関西大学文学論集」第33巻第 3号，昭和
59年 2月）
田中寛一
〈KNeme demandez pas qui je suis》―-MichelFoucaultの L'archeologie
du sauoirにおける《je》について一ー（「仏語・仏文学」第14号，昭和59年2月）
僧院と監獄との間に＿『監獄の誕生』に関する試論ー（「書評」第71号，昭和
59年9月）
僧院と監獄との間に一MichelFoucaultの Surueiller et pun irについ
て一ー（「千里山文学論集」第32号．昭和60年3月）
津川廣行
『地の糧』における列挙の構成＿多様性の問題をめぐって一ー（「仏語・仏文学」
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第14号，昭和59年 2月）
『地の糧』における「列挙」の問題ー一その「テーマ」と「対象」について一一
（「人文研究」第15号，大阪医科大学，昭和59年3月）
ァンドレ・ジイドにみるプレテクストの様相（「人文研究」第16号，大阪医科大
学，昭和60年 3月）
鄭久信
フローベールの写実主義について（関西大学仏文学会口頭発表，昭和59年12月）
仲井秀昭
、ッシェル・ビュトールと音楽ーー『ディアペリ変奏曲との対話』を通して一一
（帝塚山短期大学 Helicon第 9号，昭和59年6月）
批評としての小説-ビュトールをめぐる作品論ー一（「仏語・仏文学」第14号，
昭和59年2月）
中尾塩子
La langue des Fables de La Fontaine―Archaism es—(「千里山文
学論集」第31号，昭和59年12月）
久野誠
プルーストと数字の誇張法（「仏語・仏文学」第14号，昭和59年 2月）
『失われた時を求めて』にみる hausserles epaulesの意味について（日本フ
ランス語フランス文学会秋季大会口頭発表，昭和59年10月）
平田重和
ジャーナリストとしてのカミュ（そのこ）（「関西大学文学論集」第34巻第 2号．
附和60年 IJj) 
本田忠雄
ancien franc;aisにおける補語人称代名詞の位,iについて＿とくに疑問文の場
合ー一（「関西大学文学論集」第34巻第 1号．昭和59年1月）
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村尾嘉男
運命を乗り越えて一ーカミュの『不条理」とその生成（関西大学仏文学会口頭発
表，昭和59年12月）
山村嘉己
現代社会と知識—いま大学で何を学ぶか（共著）（京都玄文社，昭和60年 4 月）
表現としての言葉ー一言葉は生きている証しだ―(「知恩」 7月号，昭和59年 7
月）
文法のしくみ（連載）（三修社「基礎フランス語」 5月号一9月号，昭和60年 4
月~8月）
ボードレールと死，その 1(「書評」 73号，昭和60年 4月）
ボードレールと死，その2(「書評」 74号，昭和60年 6月）
フランス文学散歩（ボードレール）（文学講座，於北千里公民館，毎月 1回）
和田ゆりえ
反転する視線—G. バタイユ試論（「仏語・仏文学」第14号，昭和59年2月）
『C.神父』について（「千里山文学論集」第31号，昭和59年12月）
ジョルジュ・バタイユ『C.神父』試論（日本フランス語フランス文学会関西支
部会，昭和59年1月）
修士論文題目
昭和59年3月
鄭 久信 写実主義再考一ー『ボヴァリー夫人』をめぐって一一
村尾嘉男 アルベール・カミュの初期作品に於ける“超脱”の動きについて
昭和60年3月
西奥 史 ルソーの自己弁護
八幡 翼 『アルマンス』論
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後記
加藤美雄先生か本年3月に定年退職されることになりました。先生は，
昭和49年本学教授にご就任以来，学部および大学院で仏文学の講義・演習
を担当され，誠意をもって学生の教育に努力を傾けてこられました。ルネ
サンス期の文学や象徴派詩人の研究に秀でられ，その他の近代・現代の文
学にもこ造詣が深く，仏文学科の研究・教育の両面において欠くべからざ
る中心的存在であられました。なお，関西大学仏文学会の会長をお引き受
けいただき，また，本学大学院文学研究科長の要職につかれたこともあり
ます。ここに「仏語・仏文学」記念号を刊行して，先生の学恩に感謝の微
意を表するしだいであります。
* * * 
仏文学科の第1回卒業生であり，ジッドの研究家として知られた重本利
一元教授は，ながらく闘病生活を送っておられましたが，その甲斐なく昨
年4月に他界されました。また， 7月には，フランス涸劇を中心として精
力的に研究活動を続けられ，なお，教学部長代理，学生部長代理などを歴
任して大学の運営面にも多大の貢献をされた小川雅也教授が急逝されまし
た。まだ50代という働き盛りのすぐれた学究を相ついで失ったことは， 9
わが学会にとっても大きな打撃であり，まことに痛恨のきわみでありま
す。謹んでご冥福をお祈りしたいと思います。
* * * 
昨年度は財政上の都合で「仏語・仏文学」を出すことができませんでし
たが．研究発表会は例年通り千里山学舎で開催され，活発に意見の交換が
行なわれました。昭和59年度および60年度の発表者の芳名と題目を記して
おきます。
昭和59年12月5日
村尾嘉男 「運命を乗り越えてーカミュのく不条理＞とその生成ー」
鄭久信 「フローベールの写実主義について」
昭和60年12月7日
久野 誠 「プルーストと軽蔑的な伏字」
仲井秀昭 「REPERTOIREの展望」
会員諸氏の一層のこ活躍を念じつつ筆を欄くことにします。 （小方厚彦）
関西大学仏文学会々則
1. 本会は関西大学仏文学会と称し，事務所を関西大学文学部仏文学
科合同研究室に置く。
2. 本会はフランス語・フランス文学に関する研究および発表と，こ
れに関連する事業を行なうことを目的とする。
3. 本会は次の事業を行なう。
1. 機関誌「仏語・仏文学」およびその他の出版物の刊行
2. 研究会・講演会の開催
3. その他本会の目的にかなう事業
4. 本会はその目的に賛同する次の会員をもって構成する。
1. 関西大学文学部仏文学科専任教員
2. 関西大学大学院文学研究科仏文学専攻学生，およびその卒業生
3. 関西大学文学部仏文学科学生，およびその卒業生
5. 本会の目的を達成するため会費を納入する。
6. 本会に次の役員を置く。その任期は 1年とし，重任を妨げない。
1. 会長 1 名
2. 委員 若干名
a. 企画委員
b. 編集委員
c. 庶務・会計委員
会長と委員によって委員会を構成し本会の実務の運用に当り会長
はこれを統括する。
7. 会員は機関誌「仏語・仏文学」等の配布をうけ，その他本会のお
こなう事業に参加することができる。
8. 本会の重要事項は総会の議決による。
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